
佐久市公民館運営審議会次第 

 

                             日 時 令和７ 年１ ０ 月６ 日（ 月）  

                       午後３ 時～４ 時３ ０ 分 

                  場 所 市役所本庁舎 ８ 階大会議室 

 
 委嘱書交付 

 

 

 １  開  会 

 

 

 ２  教育長あいさ つ 

 

 

 ３  自己紹介 

 

 

４  佐久市公民館運営審議会について  

 

 

 ５  会長の選任及び会長職務代理者の指名 

   会長              

   職務代理者           

 

 

６  会議事項 

 

  （ １ ） 令和６ 年度の公民館事業報告等について  

 

  （ ２ ） 令和７ 年度の公民館事業について  

 

  （ ３ ） 今後の公民館運営審議会の予定について  

     

 

 

 ７  閉  会 



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 任期： 令和７ 年１ ０ 月１ 日～令和９ 年９ 月３ ０ 日】

氏　 名 住　 所 性別 所属等 新任・ 再任

村上
むら かみ

　 晃司
こ う じ 佐久市塚原 男

学校教育関係者
（ 佐久市立中佐都小学校長）

再任

重田
し げた

　 みど り 佐久市取出町 女
社会教育関係者
（ 佐久市地域公民館連絡協議会長）

再任

片井
かたい

　 稔
みのる 佐久市根岸 男

社会教育関係者
（ 佐久市区長会理事）

再任

櫻井
さ く ら い

　 美智子
みちこ 佐久市甲 女

社会教育関係者
（ 佐久市シニアク ラ ブ連合会女性部長）

再任

依田
よ だ

　 緑
みど り

佐久市鳴瀬 女
社会教育関係者
（ 佐久市人権同和教育推進員）

新任

白井
し ら い

　 清治
き よ はる 佐久市岩村田 男

社会教育関係者
（ 佐久市少年センタ ー補導委員協議会副会
長）

再任

竹田
たけだ

　 チヨ 子
こ 佐久市岩村田 女

社会教育関係
（ 佐久市男女共生ネッ ト ワ ーク 副会長）

再任

小野澤
おのざわ

　 和子
かずこ 佐久市鍛冶屋 女

社会教育関係者
（ 佐久市公民館学習グループ連絡協議会）

新任

北山
き たやま

　 浩一
ひろかず 佐久市長土呂 男

家庭教育関係
（ 佐久市Ｐ Ｔ Ａ 連合会長）

再任

小林
こ ばやし

　 英明
ひであき

佐久市野沢 男
学識経験者
（ 野沢本町地域公民館長・ 元小学校長）

再任

小澤
おざわ

　 酉
と り

代
よ 佐久市上小田切 女

学識経験者
（ 上小田切公民館長・ 元野沢公民館長）

再任

柳澤
やなぎさ わ

　 優子
ゆう こ

佐久市田口 女
学識経験者
（ 元佐久市社会教育委員・ 旧臼田町公民館
報編集委員）

再任

塩川
し おかわ

　 里美
さ と み

小諸市森山 女
学識経験者
（ 元浅科公民館長）

再任

窪田
く ぼた

　 光男
みつお 佐久市協和 男

学識経験者
（ 本牧地区公民館長・ 館報編集委員長）

再任

小根山
おねやま

　 かほる 佐久市春日 女
学識経験者
（ 望月俳句会）

新任

山田
やま だ

　 久
く

美
み

子
こ

佐久市平賀 女
学識経験者
（ 元佐久市公民館報編集委員）

再任

木内
き う ち

　 恵理子
えり こ

佐久市志賀 女
学識経験者
（ 天来記念館館長）

新任

佐久市公民館運営審議会委員
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○佐久市公民館条例 

平成17年４ 月１ 日条例第204号 

改正 

平成18年３ 月24日条例第24号 

平成24年３ 月28日条例第２ 号 

平成25年３ 月18日条例第24号 

平成27年３ 月24日条例第22号 

平成28年12月19日条例第36号 

令和２ 年12月22日条例第38号 

佐久市公民館条例 

（ 設置）  

第１ 条 社会教育法（ 昭和24年法律第207号。 以下「 法」 と いう 。 ） 第24条及び地方自治法（ 昭和22

年法律第67号） 第244条の２ の規定に基づき 、 公民館を 設置する 。  

（ 名称及び位置）  

第２ 条 公民館の名称及び位置は、 次のと おり と する 。  

名称 位置 

佐久市中央公民館 佐久市猿久保165番地１  

２  公民館に地区館を 置き 、 その名称及び位置は、 次のと おり と する 。  

名称 位置 

佐久市浅間公民館 佐久市岩村田543番地 

佐久市野沢公民館 佐久市取出町183番地 

佐久市中込公民館 佐久市中込一丁目17番地８  

佐久市東公民館 佐久市志賀6059番地１  

佐久市臼田公民館 佐久市下越16番地５  

佐久市浅科公民館 佐久市甲1359番地３  

佐久市望月公民館 佐久市望月303番地 

（ 職員）  

第３ 条 公民館に館長、 事務職員その他必要な職員を 置く 。  

（ 公民館運営審議会）  

第４ 条 公民館に法第29条の規定によ り 公民館運営審議会（ 以下「 審議会」 と いう 。 ） を 置く 。  

２  審議会の委員は、 学校教育及び社会教育の関係者、 家庭教育の向上に資する 活動を 行う 者並びに

学識経験のある 者の中から 教育委員会が委嘱する 。  

３  審議会は、 委員20人以内で組織する 。  

４  委員の任期は、 ２ 年と する 。 ただし 、 補欠委員の任期は、 前任者の残任期間と する 。  

（ 委任）  

第５ 条 こ の条例に定める も ののほか、 こ の条例の施行に関し 必要な事項は、 教育委員会が定める 。  

附 則 

こ の条例は、 平成17年４ 月１ 日から 施行する 。  

附 則（ 平成18年３ 月24日条例第24号）  

こ の条例は、 平成18年４ 月１ 日から 施行する 。  

附 則（ 平成24年３ 月28日条例第２ 号抄）  

（ 施行期日）  

１  こ の条例は、 平成24年４ 月１ 日から 施行する 。 （ 後略）  

（ 佐久市公民館条例の一部改正に伴う 経過措置）  

３  こ の条例の施行の際現に第４ 条の規定によ る 改正前の佐久市公民館条例第４ 条の規定によ り 委嘱

さ れた公民館運営審議会の委員は、 第４ 条の規定によ る 改正後の佐久市公民館条例第４ 条第２ 項の

規定によ り 委嘱さ れた公民館運営審議会の委員と みなす。  

附 則（ 平成25年３ 月18日条例第24号抄）  

（ 施行期日）  
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１  こ の条例は、 平成25年４ 月１ 日から 施行する 。  

附 則（ 平成27年３ 月24日条例第22号）  

こ の条例は、 平成27年８ 月１ 日から 施行する 。  

附 則（ 平成28年12月19日条例第36号抄）  

（ 施行期日）  

１  こ の条例は、 平成29年４ 月１ 日から 施行する 。  

附 則（ 令和２ 年12月22日条例第38号抄）  

（ 施行期日）  

１  こ の条例は、 令和３ 年３ 月１ 日から 施行する 。 （ 後略）  

 

 

 

 

 

 

○佐久市公民館運営審議会規則 

平成17年４ 月１ 日教育委員会規則第26号 

改正 

令和元年12月20日教委規則第５ 号 

佐久市公民館運営審議会規則 

（ 趣旨）  

第１ 条 こ の規則は、 社会教育法（ 昭和24年法律第207号） 及び佐久市公民館条例（ 平成17年佐久市条

例第204号） に定める も ののほか、 佐久市公民館運営審議会（ 以下「 審議会」 と いう 。 ） の組織及び

運営に関し 必要な事項を 定める も のと する 。  

（ 会長）  

第２ 条 審議会に会長を 置き 、 委員が互選する 。  

２  会長は、 会務を 総理し 、 審議会を 代表する 。  

３  会長に事故がある と き 、 又は会長が欠けたと き は、 会長があら かじ め指名する 委員がその職務を

代理する 。  

（ 職務）  

第３ 条 審議会は、 佐久市教育委員会の諮問に応じ 、 公民館事業の企画及び実施について調査及び審

議を する 。  

（ 会議）  

第４ 条 審議会の会議（ 以下「 会議」 と いう 。 ） は、 会長が必要に応じ 招集し 、 会長が議長と なる 。  

２  会議は、 審議会委員の半数以上が出席し なければ開く こ と ができ ない。  

３  会議の議事は、 出席委員の過半数で決し 、 可否同数のと き は、 議長の決する と こ ろ によ る 。  

（ 専門部会）  

第５ 条 審議会は、 必要によ り 専門部会を 設ける こ と ができ る 。  

附 則 

こ の規則は、 平成17年４ 月１ 日から 施行する 。  

附 則（ 令和元年12月20日教委規則第５ 号）  

こ の規則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する 。  
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昭和二十四年法律第二百七号 

社会教育法 ～抜粋～ 
 

（ 公民館運営審議会）  

第二十九条 公民館に公民館運営審議会を置く こ と ができ る 。  

２  公民館運営審議会は、 館長の諮問に応じ 、 公民館における 各種の事業の企画実施につき

調査審議する も のと する 。  

第三十条 市町村の設置する 公民館にあつては、 公民館運営審議会の委員は、 当該市町村の

教育委員会（ 特定公民館に置く 公民館運営審議会の委員にあつては、 当該市町村の長） が

委嘱する 。  

２  前項の公民館運営審議会の委員の委嘱の基準、 定数及び任期その他当該公民館運営審議

会に関し 必要な事項は、 当該市町村の条例で定める 。 こ の場合において、 委員の委嘱の基

準については、 文部科学省令で定める 基準を 参酌する も のと する 。  
 

 

 

 

平成二十三年文部科学省令第四十二号 

 

社会教育委員及び公民館運営審議会の委員の委嘱の基準を 条例で定める に当たっ て参酌すべき 基準

を 定める 省令 

 

 

地域の自主性及び自立性を 高める ための改革の推進を 図る ための関係法律の整備に関する 法律（ 平

成二十三年法律第百五号） の一部の施行に伴い、 及び社会教育法（ 昭和二十四年法律第二百七号） 第

三十条第二項の規定に基づき 、 公民館運営審議会の委員の委嘱の基準を 条例で定める に当たっ て参酌

すべき 基準を 定める 省令を 次のよ う に定める 。  

（ 社会教育委員の委嘱の基準を 条例で定める に当たっ て参酌すべき 基準）  

第一条 社会教育法（ 昭和二十四年法律第二百七号。 以下「 法」 と いう 。 ） 第十八条の文部科学省令

で定める 基準は、 学校教育及び社会教育の関係者、 家庭教育の向上に資する 活動を 行う 者並びに学

識経験のあ る 者の中から 委嘱する こ と と する 。  

（ 公民館運営審議会の委員の委嘱の基準を 条例で定める に当たっ て参酌すべき 基準）  

第二条 法第三十条第二項の文部科学省令で定める 基準は、 学校教育及び社会教育の関係者、 家庭教

育の向上に資する 活動を 行う 者並びに学識経験のある 者の中から 委嘱する こ と と する 。  

附 則 

こ の省令は、 平成二十四年四月一日から 施行する 。  

附 則 （ 平成二五年九月一〇日文部科学省令第二五号）  

こ の省令は、 平成二十六年四月一日から 施行する 。  
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１　学習機会の提供と学習グループの育成

区　　　分 事業主体 対象者 開催等の場所 回数等 参加人員 備　　　考

(1)乳幼児期 乳幼児学級 中央公民館
乳幼児とその
保護者

３教室
中央浅科望月・浅間東・
中込野沢臼田

３４回
延べ

８９５人
５月～２月

親子ふれあい学級 各地区館 小学生親子 各地区館 ５０回 １，０００人 通年

小学生の公民館体験学習 各地区館 小中学生 ５地区館 ７回 ５４４人 ６月～７月

親子ふれあい劇場 望月公民館
市内幼児・小
学生の親子

駒の里ふれあいセンター １回 ６９人 １２月

創錬の森市民大学・大学院 中央公民館 ６５歳以上 市民創錬センター他 ２１回 １，９６９人 ５月～２月  

市民ふれあい学級 各地区館
各地区館
地域公民館

２２４回 ４，３２６人 通年

世代間交流学級 各地区館 各地区館 ３４回 ５８９人 通年

通信俳句講座 中央公民館 中央公民館 月１回
延べ投句数

1,221件
通年

学習グループ活動
中央公民館

地区館
中央公民館
各地区館

登録数
２１４グループ

通年

人権同和教育講座 各地区館
各地区館
中央公民館

８回 ２７３人 通年

令和６年度　佐久市公民館事業実績

(３)高齢期

学級・講座名等

(４)生涯全期

(2)少年期

例年の学習内容等

親子の遊び、自然や動植物とのふれあい、リズム体操、教えてドクター、乳幼児期の食育な
どを学習している。

製作活動や体験学習等親子及び祖父母とのふれあいや、成人者との交流を通して、協調性
を学び、思いやりの涵養と子どもの健全育成を図る。
陶芸教室、おやつ作り、防災体験教室、ハイキング、書初め、木の実で工作、写生大会、飯
ごう炊さんほかを実施。

クリスマスコンサートを開催し、親子の親睦を図る。

学習グループの皆さんと一緒に体験学習に加わってもらい、相互に交流を深めると共に、公
民館活動について理解を深める。

心身共に健康で生きがいある生活を送るため、学習活動を通して楽しい仲間づくりを進め
る。講義、野外研修及び創作実技等を実施。
大学院は大学修了者を対象に、地域や団体活動のリーダーとしての必要な知識や技能を修
得。

通信（葉書による投稿）による俳句の学習。

高齢者と他の世代が様々な活動を通して交流することにより、相互理解や連帯感を深める。
（しめ縄づくり、囲碁大会、愛唱歌合唱講座など）

私たちの暮らしに必要な生活課題、地域課題、伝統文化の継承等を学び実践しながら知識
や教養を高め、人と人とのふれあいを深める。

自主学習グループの発足、育成指導。
浅間：２８、野沢：６１、中込３０、東：１１、臼田：４２、浅科１８、望月：２４　（R６.４.１現在）

講話・身近にある様々な差別の問題についての理解を深める。
公民館報への人権啓発記事の掲載。
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２　地域公民館活動の充実をめざす地域づくり

区　　　分 事業主体 対象者 開催等の場所 回数等 参加人員 備　　　考

第１６次
モデル地域館事業

中央公民館
地域公民館

地域公民館 地域公民館 ７地域公民館 令和５・６年度

地域公民館活動の援助 中央公民館
地区公民館
地域公民館

２６地区
２３４地域

地域公民館関係者研修会
中央公民館

地区館
地公連

公民館理事
地域公民館長

市民創錬センターほか ３回
７９人
２人

６２人

６月１５日
９月２０日

１１月３０日

７地区館 ７回 ７，５６７人 １１月～３月

書初展 臼田公民館 あいとぴあ臼田 1回
出品数

　　１５１点
１月２２日～
　　　２８日

生活改善運動
中央公民館

地区館
地域公民館

３　学習情報・資料の提供と学習相談

区　　　分 事業主体 対象者 開催等の場所 回数等 参加人員 備　　　考

館報編集活動
佐久市ホームページ
FM放送
テレビ放送

中央公民館 全世帯

中央公民館他

FMさくだいら
佐久ケーブルテレビ

毎月１日発行
通年

視聴覚教育活動
中央公民館

地区館
中央公民館・地区館

図書活動 地区館
浅間・野沢・
中込・東地区館

施設・教材備品の提供
中央公民館

地区館
中央公民館・地区館

図書の貸出・資料の閲覧等（蔵書数：１，４５８冊）

令和６年度　佐久市公民館事業実績

地区館・地域
公民館・学習
グループ協

議会

地区公民館のつどい
（文化祭）

子どもから
高齢者

学級・講座名等

(1)地域活動の推進

佐久広域連合視聴覚ライブラリーとの連携。

学級・講座名等

(1)情報資料等の提供

学　　習　　内　　容　　他

地域公民館、各種団体、グループ等への施設、備品の貸し出し。

編集委員１１名により　月１回発行　３６，８００部、県公民館報関係者研修会へ参加。
公民館報（講座等開催報告・人権啓発・お知らせ等）の掲載情報提供。
放送出演　学習グループの紹介等。
地区館の学習グループ紹介等。

佐久地域２市２郡生活改善申し合わせ事項により推進。
各区へ依頼、公民館報などによる周知、チラシ配布、新盆見舞金の廃止運動（掲示用紙）

「あいとぴあ臼田」にて作品展示。

学　　習　　内　　容　　他

地域公民館研修会…地域公民館活動の手引きに基づいた学習会
長野県公民館大会への参加…駒ケ根市
地域公民館研修会…第１６次モデル地域館事業事例発表

地域公民館の組織づくりと事業活動の活性化を目的に地域公民館連絡協議会に委託料を
交付し、地区、地域公民館活動を支援。　委託料　8,084,000円

地域館の事業を重点実施し活動の活性化を図る。
　浅間地区：岩村田・小田井地区公民館　　野沢地区：前山地区公民館
　中込地区：平賀下宿公民館　　東地区：西地公民館
　臼田地区：上小田切公民館　　浅科地区：上原公民館　　望月地区：春日地区公民館

地区館や、地域公民館の学習グループ等による作品展示、舞台発表と交流会。
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４　生活文化の振興と充実

区　　　分 事業主体 対象者 開催等の場所 回数等 来場者数 備　　　考

第４６回佐久市民コーラス
まつり

中央公民館 コスモホール 1回 ６４４人 ９月１日

短詩型文学交流会 中央公民館 小中学生 野沢中学校・貞祥寺 １回 １０人 １０月２４日

新佐久市誕生２０周年
第２０回
佐久市民総合文化祭

中央公民館
市民創錬センター
・生涯学習センター

1回 １，５３９人
１１月２日、
３日、４日

新佐久市誕生２０周年
第２０回佐久市短詩型文学
祭

中央公民館
一般、小中高
生

市民創錬センター １回 １２０人 ２月１日

伝統民族芸能文化（行事）
の継承と交流

地区館
地域公民館

地域公民館
伝統的な民族芸能行事等の継承活動及び交流を通して明るい地域づくり。
地区館のつどいで地域の歴史紹介、小満祭・榊まつりなど地域の行事へ参加。

学　　習　　内　　容　　他

市内のコーラスグループが一堂に集まり、お互いの交流を深めると共にコーラスを盛んにし、
潤いのある文化生活の向上を図る。

学級・講座名等

令和６年度　佐久市公民館事業実績

当日は、選者の先生を交えた部門別学習会、受賞者へ表彰状授与、記念講演を実施。

小中学生と地域で学習を重ねている人たちが、世代を超えて交流し、一緒に俳句や短歌を
作ることで、短詩型文学に親しんでもらうことを目的としている。貞祥寺にて講師と一緒に吟
行を行い、中学校にて俳句作りを学び作句を実施。完成した俳句は、短詩型文学祭へ投稿

生涯学習市民のつどい
 市内の文化、芸術愛好者の作品発表（書道・写真・盆栽・華道・木彫等　全２２部門）
（障がい者福祉展・菊花展同時開催）

(1)生活文化
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大人 子ども

高瀬小学校

４ 年

野沢小学校

３ 年

岸野・ 泉小学校

３ 年

中込小学校

３ 年

東小学校

４ 年

臼田中学校

３ 年

臼田小学校

３ 年

合計 1 9 4 4 1 1

1 4 3 2 6 /2 7

・ はじ めは動き が難し かったけど 楽し かっ た。 家に帰ったら 家族に教えて一緒にやり た
い。 （ 太極拳）
・ 囲碁のルールがわから なかっ たけど 、 教えても ら っ て覚える と 楽し く なっ た。 家族や友
だちと やろう と 思っ た。 （ 囲碁）
・ 先生から 優し く 教えても ら っ て、 苦手だっ た俳句が楽し く 好き になっ た。 （ 俳句）

・ 全員ではじ めの会を 行っ た後、 太極拳・ 囲碁・ 俳句の学習グループの皆さ んに協力いた
だき 約2時間の体験学習を 行った。 グループの方も 子ど も たちと 一緒に楽し みながら 指導
し ている 様子が見ら れた。
・ 子ど も たちにと っ て学習グループと の交流によ り 地域と のつながり や体験する こ と の楽
し さ を 感じ る 良い機会であり 、 学習グループから も 「 みんな覚えが早く 礼儀正し い子たち
だっ た。 」 「 元気で意欲的で驚いた。 元気を も ら っ た。 」 など 子ど も たちと の交流を 楽し
んでいる 様子がみら れ、 世代を 超えた交流を 通し て公民館を 知る 機会と し て継続し て実施
し たいと 考える 。

令和７ 年度　 公民館活動体験等

項目 学校名・ 学年 公民館
参加数

実施日 参加者の感想・ 意見 活動の様子及び課題や今後の方向

野沢 4 7 6 5 6 /2 5

・ めっ ちゃ難し かっ たけど ス テージでやっ たら すご く 楽し かった。 （ フ ラ ダンス ）
・ 絵が下手すぎて嫌だっ たけど 「 大丈夫だよ 」 と 背中を押し てく れた。 （ 絵手紙）
・ 教え方が良かったので覚えら れた。 （ フ ラ ダンス ）
・ 日本舞踊っ てなんだろ う と 思ったけど 、 やっ てみたら 楽し かっ た。 （ 日本舞踊）
・ 間違えたと こ ろが上手く なっ てく る と 褒めても ら えてう れし かっ た。 （ 銭太鼓）
・ 「 き ら き ら 星」 を ス テージで演奏し たと き 楽し かっ たけど 緊張し た。 （ 三味線）

・ ６ つの学習グループ（ フ ォ ーク ダンス 、 絵手紙、 フ ラ ダンス 、 日本舞踊、 銭太鼓、 三味
線） の皆さ んに講師を 務めていただいた。 学習グループの皆さ んが楽し く 学ぶ雰囲気を
作っ てく れており 、 児童も 元気に体験する こ と ができ た。
・ 各グループに分かれて学習し た後は、 全体会と し てグループ毎に学習の成果を ス テージ
発表し たが、 児童の吸収力の高さ に感心さ せら れた。
・ 少子高齢化によ り 、 学習グループの皆さ んも 小さ い子と 触れ合う 機会が減っ ている と の
声が聞かれた。 世代交流の良い機会でも ある ので、 今後も 継続する 予定である 。

浅間

・ コ ーラ ス ： き れいな声を出せてう れし かっ たし 、 知ら ない曲が知れてよ かった。
・ 絵手紙： 絵手紙で４ ま いか５ ま い書けたし 、 すご ーく 楽し かっ た。
・ 切り 絵： 切り 絵でコ アラ を 上手に切れてよ かった。
・ 書道： やさ し く し てく れてあり がと う ご ざいま す。 楽し く 書道ができ ま し た。

・ ４ つの講座に別れ学習グループの皆さ んから 指導を 受け、 体験学習を おこ なっ た。
　 作品のある も のは、 すべて完成し た。
・ ２ 時間の講座で、 指導を 受けながら 集中し て合唱や作品作り に取り 組んでいた。
・ 世代間交流及び公民館の活動等広く 知っ ても ら う ためにも 体験学習は継続し ていき
　 たい。

野沢 3 3 6 0 7 /3

・ 絵手紙のポイ ント を 教えても ら えてよ かっ た。 （ 絵手紙）
・ 緊張し たが「 大丈夫だよ 」 と 言っ ても ら っ たおかげで楽し く でき た。 （ フ ラ ダン ス ）
・ 日本のき れいな座り 方や正し い礼儀のこ と も 教えても ら えてよ かっ た。 （ 日本舞踊）
・ も う 一度、 教えてほし い。 （ 銭太鼓）
・ 三味線をやっ たおかげで三味線を 買いたく なった。 （ 三味線）
・

3 2 3 1 6 /1 7

・ 箏： 最初はむずかし かったけど 、 だんだんひける よ う になってう れし かっ たし 楽し
　 　 　 かったです。
・ 墨絵： 墨絵のやり 方を たく さ んおし えてく れてあり がと う ございま す。
・ 囲碁： いご のルールややり 方をおし えてく ださ り あり がと う ご ざいま す！！ルールが
　 　 　 　 わかっ てやっ た時と ても 楽し かっ たです。
・ リ フ ォ ーム ： 私は初めてぬっ たんですけど 、 し っ かり 一人一人にサポート し ていた
　 　 　 　 　 　 　 だき あり がと う ございま し た。 おかげでス テキなティ ッ シュ ぶく ろ が
　 　 　 　 　 　 　 でき ま し た。

・ ５ つの学習グループ（ 絵手紙、 フ ラ ダン ス 、 日本舞踊、 銭太鼓、 三味線） の皆さ んに講
師を 務めていただいた。 学習グループの皆さ んが楽し く 学ぶ雰囲気を 作っ てく れており 、
児童も 元気に体験する こ と ができ た。
・ 各グループに分かれて学習し た後は、 全体会と し てグループ毎に学習の成果を ス テージ
発表し たが、 児童の吸収力の高さ に感心さ せら れた。
・ 少子高齢化によ り 、 学習グループの皆さ んも 小さ い子と 触れ合う 機会が減っ ている と の
声が聞かれた。 世代交流の良い機会でも ある ので、 今後も 継続する 予定である 。

中込 2 8 5 7 7 /1 0

・ 初めの会を 行っ た後に４ つのグループに別れ、 体験学習を おこ なっ た。
　 １ 時間の体験学習で、 箏・ 墨絵・ 囲碁・ リ フ ォ ーム（ 手芸） の先生から 指導を 受け、
　 皆楽し そう に取り 組んでいた。
・ グループごと の体験学習の最後に、 大会議室に集ま り 、 童謡唱歌の先生の指導のも と
　 全員で歌を 歌い、 終了と し た。
・ 世代間交流ができ 、 公民館の活動等も 広く 知っ ても ら える ので、 体験学習は継続し て
　 いき たい。

臼田 2 0 8 8 6 /5

・ 3つの体験で新し い知識を 得る こ と ができ と ても いい体験になっ た。
・ 公民館体験学習を 通し て、 いろいろ と 学べてこ れから の生活に活かし ていき たい。
・ 楽し みながら 活動を 行う こ と の大切さ についてよ り 深く 知れたと 思う 。
　 3つの体験を 通し て考えたり 体を動かし て楽し むこ と の良さ を知れて本当に良かっ た。

・ 平成29年度から 中学校の「 総合学習」 の一環と し て実施し ている 。
・ やま なみ俳句会・ 空手教室・ はつら つ健康体操の皆さ んに協力し ていただき 開催し た。
・ 学校から は「 中学生が生涯学習社会の一員と し て、 地域の人々と つながっ て学び続ける
場が公民館である こ と を 知る う えで、 大変有意義である と 感じ ている 。 中学校と し ても
「 地域に開かれた学校」 「 地域と と も にある 学校」 を 具現する う えで、 貴重な学習機会と
考えている 」 と いっ た感想を いただいている 。
・ 世代を 超えた交流が持てている ので、 今後も 継続する 予定である 。

東

・ 囲碁愛好会、 リ ズム体操、 フ ラ ダンス 、 空手教室、 書藝会の皆さ んに協力し ていただき
開催し た。
・ 子ど も 達の楽し そう な姿や、 学習ク ループの皆さ んと 和気あいあいと 交流する 姿から 、
世代を 超えてふれ合う 良い機会と なっ た。
・ 公民館へま た来たいと いう 子ど も 達の声が多く 、 公民館を 知る 良い機会なので、 今後も
継続する 予定である 。

臼田 2 0 7 8 7 /4

・ こ れから も 囲碁を も っ と も っ と う ま く でき る よ う に頑張り たい。 家の人にやり 方を教え
てみたい。 強く なっ たら 先生と 戦っ てみたいです。 （ 囲碁）
・ 音楽に合わせてダン ス をする のが初めてで緊張し たけど 、 笑顔でいろんなこ と を 教えて
く れてと ても う れし かっ たです。 （ リ ズム 体操）
・ ス テージにのって１ 回目は緊張し たま ま 踊っ たけど 、 ２ 回目を 踊っ てみたら 楽し かっ
た。 家に帰っ たら お母さ んと お父さ んに踊っ てあげたいです。 （ フ ラ ダンス ）
・ 面白かったし 真剣にでき ま し た。 先生は空手の天才だし かっこ いいから 、 ぼく も 空手の
達人になり たいし 、 も っ と う ま く なり たいです。 （ 空手）
・ と ても 楽し く て夢中になっ ていま し た。 き れいに書けて学校でやる 習字も 先生のおかげ
でう ま く でき る と 思いま し た。 （ 書道）
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地区館 学級・講座等の名称 対象者 開催時期 開催場所 実施内容（案） 実施状況 来年度

中央
わがまちふるさと探検「佐久の
文化財を探検しよう！」

小学生と その
保護者

７月 市内
市内の文化財を見学し、ふるさとについて新たな知識を深める。文化振興課
の学芸員を講師に、自然系の文化財を巡り、それぞれの「すごさ」を発見して
いく。

７月２６日（土）に実施した。親子や小学生対象に考えていた
が、広報を見て大人のみの申し込みも３組あった。
子ども１２名、大人１４名の参加あり。
佐久市中央公民館（はじめと終わりの会）、国天然記念物
岩村田ヒカリゴケ産地、長野県史跡大井城跡・長野県天然記
念物王城のケヤキ、文化財事務所考古遺物展示室をバスで
回った。

別内容また
は場所を変
えて実施予
定

浅間
おやこDEスマホを分解して
みよう！

小学生と その
保護者

８月 浅間会館
講座の前半はリサイクルについての話を聞き、後半はカメラ・モーターなど一
つづつ説明を受けながら実際にスマートフォンを分解してリサイクルについて
学ぶ。

8月12日（火）午前・午後各13組で実施し、38名（午前20名・
午後18名）の子どもたちが参加した。工具の取扱いには安全
に配慮して行い、参加者には「携帯分解リサイクル教室参加
証明書」が手渡され、リサイクルについて考える良い機会と
なった。

実施予定

野沢
高校生・大学生のための「簡
単料理教室」

中高生・ 大学生 ７月 生涯学習センターほか
今後の進学、就職等による一人暮らしに備え、「まずは簡単な料理から作れる
ようになりたい」といった学生向けの料理教室。

7月27日（土）に実施した。まずは実際にスーパーに出かけ、
食材の選び方などの指導を受ける。その後、料理講習室で
親子丼、ニラレバ炒め、中華スープ、焼うどんの作り方のコツ
を教わる。自分で作って食べることの「楽しさ」、「美味しさ」を
実感していただけた。

実施予定

野沢
中高生・大学生のための「心
ウキウキ講座」

中高生・ 大学生 ８月 生涯学習センター
これから社会に出ていくとぶつかる困難や壁を乗り越えるための一つの方法と
しての心の持ち方、また考え方一つで楽しく生きることが出来るヒントなどを学
ぶ。

8月2日（土）に実施した。講師の話を、それぞれ自分に置き
換え真剣に聞き入っていた。
参加者からは、「今日学んだことを日常生活に活かして豊か
な人生にしていきたい」といった感想をいただく。

実施予定

野沢
心身を活性化するためのヨガ
入門教室

市民一般 ９月 生涯学習センター
新陳代謝を高め、脂肪燃焼を助けるヨガを体験していただき、日頃の健康管
理に活かしていただく。

9月12日（金）、9月26日（金）、定員20名で実施予定
既に募集は終わっており、定員を超える23人が申し込んでい
る。

実施予定

中込 中込駅と中込のまちなか探検 子ども ８月 中込駅と中込のまち 中込駅の見学と中込のまちの歴史等を学びながらまちの中を探検する。
８月４日（月）に１８名で実施した。中込駅での車両の見学と
運転シュミレーターの体験を行った。その後、中込のまちの
歴史（成田新道等）を学びながら探検した。

実施予定

東 夏休み茶道教室
小学生と その
保護者

8月 東会館 親子で茶道を体験し、和の心を学ぶ。
８月８日（金）に開催。子ども公民館として実施。想定したより
申し込みが多く、講師に回数を増やしてもらい実施。

実施予定

東 安原英多神社を学ぶ 市民一般 9月 東会館
神社の歴史や本殿の建築様式などを学ぶことにより、身近な地域の理解を深
める。

９月１８日（木）に実施。古くから「お舟祭り」も行われており、
その由来等についても学ぶ。

内容を変え
て実施予定

臼田 親子あそび＆リ ト ミ ッ ク 教室
１ ヶ 月から
３ 歳ま で

６月・９月 あいとぴあ臼田 音楽教育「リトミック」を使い、歌って動いて、親子のスキンシップを図る。

あんよ期から３歳までと１ヶ月からたっち期までの２コースで
年２回開催する。
１回目：６月１５日(日)実施
参加者：あんよ期から３歳まで　　７組１８人
　　　　　１ヶ月からたっち期まで　２組４人
２回目：９月２１日（日）実施
参加者：あんよ期から３歳まで　　　組　　人
　　　　　３ヶ月からたっち期まで　　組　　人

実施予定

臼田 親子おやつ作り 教室
小学生以上と
保護者

７月 創錬センター （子ども公民館）親子で一緒におやつ作りに挑戦する。

午前と午後の２回開催し、それぞれクレープとスイカゼリーを
作る。
７月１９日（土）実施
午前：親子８組１９人
午後：親子８組１８人

実施予定

令和７年度　新規事業の実施状況
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地区館 学級・講座等の名称 対象者 開催時期 開催場所 実施内容（案） 実施状況 来年度

令和７年度　新規事業の実施状況

浅科
中山道を めぐ る 歴史探訪講
座

市民一般 ５、６月
軽井沢町、御代田町
佐久市内

中山道の軽井沢宿から塩名田宿を見て回り、歴史や豊かな文化にふれる。

5/28（水）に１回実施。軽井沢宿、沓掛宿、追分宿を見学し
た。参加者２０名。
6/17（火）に2回目実施。小田井宿、岩村田宿、塩名田宿
を見学。参加者２０名。
浅科公民館からバスで移動し、宿場の近くは歩いて回った。

実施予定

浅科 美術館巡り 講座Ⅰ・ Ⅱ 市民一般 ９、１０月
軽井沢町、小海町
佐久穂町

美術館を巡って、絵を鑑賞したり感想を語り合ったりして、美術に親しむ。

9/12（金）千住博美術館・軽井沢現代美術館　参加者15名
10/8（水）奥村土牛記念美術館・小海高原美術館　予定

浅科公民館に集合し、バスで移動する。

実施予定

浅科 科学マジッ ク 教室
小学生以上と 保
護者

８月 浅科会館 身近にあるもので科学実験をして科学の面白さを体感する。

7/31（木）に全1回の講座として実施した。参加者20名。
講師は岩村田高校OBで元高校教師の赤羽根充男さんにお
願いした。
手づくりの空気砲、ゆっくりと落下する種の模型づくり、帰っ
てくる紙飛行機の制作と実験を行った。

実施予定
なし

望月 蓼科山の火山活動を訪ねる 市民一般 ９月
駒の里ふれあいセン
ター・現地

蓼科山の成り立ち、現在の地層について学び、火山災害に対応できる知識を
得る。

１０月５日（日）は火山の歴史などの座学を開催
９月２１日（日）は現地見学として過去の火山跡の見学を行
う。

内容を変え
て実施予定

望月 親子ふれあい劇場 小学生以上 11月
駒の里ふれあいセン
ター

駒の里ふれあいセンター大ホールを、子どもを中心に芸術鑑賞の機会を提供
する。

・長野県内でマーチング団体として活躍しているグループを
迎え、楽器に触れたり、オータムコンサートを実施予定。

内容を変え
て実施予定
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大人 子ど も

わがま ちふる さ と 探検
～佐久の文化財を 探検し よ
う ！～

中央
1 0

（ 2 0
組
名程度）

1 2 1 4 7 /2 6

・ 灯台も と 暗し と いう 気持ちで発見。 楽し かっ た。
・ 子ど も と 夏休みの思い出づく り と なっ た。
・ いつも 車で通っ ている が、 知ら ない場所がたく さ んあっ て、 びっ く り し
た。
・ ヒ カリ ゴケや大き なケヤキ、 展示室のはにわが楽し かっ た。
・ 昔のも のが残っ ている のがびっく り し た。

・ 佐久の自然系の文化財に的を 絞り 、 ヒ カリ ゴ ケ、 大井城跡・ 王城のケヤキ、 市考
古遺物展示室を 学芸員の説明を 聞き ながら 、 バス で回っ た。
・ 学芸員の方の説明は分かり やすく 、 文化財、 展示室も 見る こ と ができ 、 理解が深
ま っ た。
・ 暑い中歩いたり 見学する のが心配だっ たが、 適度に日陰も あったし 、 親子で暑さ
対策に気を 付けても ら いながら 実施し たので無事回る こ と ができ た。 暑さ 対策や、
行程について考慮し て、 今後も 身近なふる さ と を 発見する 講義が実施でき れば良い
と 思う 。

わがま ちふる さ と 探検
～佐久の施設を 探検し よ う ！
～
（ ３ 館連携事業）

中央
（ 共催： 近
代美術館・
中央図書

館）

1 0
（ 2 0

組
名程度）

5 9 7 /2 7

・ 美術館の展示がおも し ろく て何度も 行き たいと 思っ た。
　 公民館に行っ たこ と はほと んど ないけど 、 今後は色々なこ と に利用し た
いと 思っ た。
・ 図書館の裏が見れてすごく 面白かっ たです。

・ 近隣にある ３ つの館を 歩いて回る こ と で、 自ら の住むふる さ と の魅力を再発見す
る 。 館長や図書館司書を 講師に、 それぞれの館はど んなと こ ろ か、 初めて知っ たこ
と など を 学習し た。 各施設の、 普段は見ら れない場所を 見せていただいたり 、 貴重
な体験ができ た。
・ 最後に学んだこ と を ま と め、 発表し ても ら っ た。
・ チラ シ等を見ての申込は、 １ 組２ 名だけであっ た。 職員の呼びかけによ り 、 ４ 組
１ ４ 名の参加と なった。 ３ 年目である ので、 今後の実施は検討が必要。

おやこ DEおやつを つく ろ
う ！
（ 午前・ 午後の2 講座）

浅間 各8 組 1 6 2 4 7 /2 9

・ ク レ ープも ス イ カゼリ ーも 作る のが難し かっ たけど 、 おいし かっ たから
家でも 作っ てみたい。
・ あま り 包丁と かフ ラ イ パン を 使う こ と がないので緊張し たけど 楽し かっ
た。
・ 先生が優し く て、 作り 方も 簡単で楽し かっ た。
・ 公民館で食べる のがいいと 思った。

メ ニュ ーはス イ カのゼリ ーと チョ コ バナナアイ ス ・ ハム チーズの2 種類のク レ ープ
で、 講師の指導を 受けながら 参加者同士で話を し たり 親子で協力し ておやつ作り を
楽し んでいる 様子が見ら れた。 おいし かった、 楽し かっ た、 家でも 作っ てみたいな
ど 子ど も 達にも 好評であっ た。 でき あがったゼリ ーと ク レ ープは食育室で試食し 残
り は持参し た容器に入れて持ち帰った。 保護者から は「 夏休みの子ど も と の時間を
有意義に使う こ と ができ た。 」 「 子ど も と 一緒に作っ て楽し かった。 」 など の感想
があり 、 親子で料理を する よ い機会と なったよ う である 。

おやこ DEピ ザを つく ろ う ！
（ 午前・ 午後の2 講座）

浅間 各8 組 1 6 1 9 8 /7

・ 自分で大き いピ ザが作れてよ かっ た。
・ 生地を こ ねる のが大変だっ たけど 、 おいし いピ ザができ て良かっ た。
・ 難し いと 思っ ていたけど 意外と 簡単で、 ま た作り たいと 思っ た。
・ と ても おいし いピ ザができ て、 いい思い出になっ た。
・ 生地を 発酵する 時やこ ねる 時のコ ツ がわかっ て楽し かっ た。 家でも ま た
作ってみたい。

メ ニュ ーはト マト ソ ース と ツ ナコ ーン の２ 種類のピ ザで、 はじ めに全員で講師の説
明を 聞いた後2 組ずつに分かれて調理を 行っ た。 ピ ザ作り と し て2 度目の実施である
が比較的手軽に作る 事ができ 、 子ど も 達は生地を こ ねたり 自由にト ッ ピ ングを のせ
る のが楽し かっ たよ う である 。 参加者から は「 楽し かっ た。 」 「 ま た参加し た
い。 」 など 好評であっ た。 調理後は全員で自分で作っ たピ ザを 試食し 美味し そう に
食べている 様子が見ら れ、 親子のふれあいのよ い機会と なっ たよ う である 。

おやこ DEス マホを 分解し て
みよ う ！
（ 午前・ 午後の2 講座）

浅間 各1 4 組 2 6 3 8 8 /1 2

・ ス マホの中がど う なっ ている かを 知れてよ かった。
・ 家では絶対でき ない体験ができ て、 楽し く ておも し ろかっ た。
・ 多く の部品がリ サイ ク ルでき る こ と を 学び、 使わないス マホはリ サイ ク
ルに出し たいと 思った。
・ 身近なも のでも 知ら なかっ たこ と が多く 、 分かり やすい説明で勉強に
なった。

今回初めて実施する 講座であり 、 定員を 午前・ 午後各1 0 組と し て受付を行っ たが多
く の申込があっ たため各1 4 組に変更し て実施し た。 講座の前半はク イ ズを 交えてリ
サイ ク ルについての話があり 、 後半は実際にス マート フ ォ ン の分解を 行った。 分解
に際し ては各自にゴーグル・ 手袋を準備し 、 子ど も だけでは難し い部分については
保護者やス タ ッ フ が手伝う など 安全に配慮し て実施し た。 終了後には、 全員に「 携
帯分解リ サイ ク ル教室参加証明書」 が手渡さ れ、 リ サイ ク ルについて考える 良い機
会になっ たと 思われる 。

親子防災体験教室 野沢 1 2 組 1 1 1 9 8 /8

・ えき たいチッ ソ で風船が小さ く なっ てすご かった。
・ おいし いごはんや火起こ し 体験も でき たま た行き たい。
・ LPガス の利便性や活用方法、 災害時の有効性を 学べた。
・ 家が電気なので非常用にLPガス がある と 安心だと 思いま し た。

・ 日頃、 マッ チを 使う こ と がなく 初めて見たと いう 子供がほと んど だっ た。 苦労し
ながら 着火し ている 姿はと ても 新鮮だっ た。
・ 火起こ し 機や液体窒素の実験など 、 みんな興味深く 体験し ていた。 ま た、 アル
フ ァ 米のご はんづく り やLPガス の用途も 勉強し 災害時には有効に活用でき る こ と を
教えていただいた。
・ 楽し さ を 交えながら 災害時での対応を 意識し ていただく と いう 内容のこ の講座
は、 参加者の満足度も 高く 今後も 継続し て開催し ていき たい。

親子でおいし いパンづく り
野沢 8 組 8 1 1 7 /3 1

・ パン の生地を ねる と こ ろかを 始めてやったから 、 と ても 楽し かっ た。
・ カス タ ード ク リ ーム が簡単に作れてよ かっ た。
・ 色々なパンが作れて楽し かっ た。
・ 自分で作っ たパンは美味し かった。

・ パンを 作る ため3 時間を 超える 講座になっ てし ま ったが、 お母さ んと 子ど も が力を
合わせ、 楽し そう に集中力を切ら さ ず取り 組んでいる 姿は印象的だっ た。
・ ク リ ーム パン ・ ハム ロ ールパン ・ アン パン ・ オリ ジナルパン を作っ たが、 オリ ジ
ナルパン では、 子ど も ら し いユーモアある 形のパンを 作ってと ても 楽し そう だっ
た。
・ 調理講習室の関係で、 募集人員が少ないが、 人気講座でも あり 今後も 継続し てい
き たい。

令和７ 年度　 子ど も を対象にし た公民館活動の状況

講座名 公民館 定員
参加数

実施日 参加者の感想・ 意見 活動の様子及び課題や今後の方向
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大人 子ど も

令和７ 年度　 子ど も を対象にし た公民館活動の状況

講座名 公民館 定員
参加数

実施日 参加者の感想・ 意見 活動の様子及び課題や今後の方向

何ができ る かな？楽し い陶芸
教室（ 全２ 回） （ 午前・ 午後
の2 講座）

野沢 各1 5 組 2 5 3 1
7 /1 3
8 /1 0

・ ママと 二人で作れたと ても 楽し かっ た。
・ 焼き あがる と 釉薬の色から 、 全く 違う 色になる こ と が分かっ た。
・ 手が汚れたけど 楽し かった。
・ 初めての体験で楽し かった。 ま たやり たい。
・ 作品の焼き 上がり が楽し みだったが、 き れいに仕上がり う れし かっ た。
・ 陶芸のコ ツ を 知る こ と ができ た。

・ 初回は作り 方を 講師が実演し て見せたのち、 一人1 ｋ ｇ の粘土で、 お皿やお茶碗な
ど 作品作り に挑戦し た。 葉っぱを 押し 付け模様を 付けたり 、 余った粘土で箸置き や
鳥や埴輪のよ う な物を 作る など 楽し く 取り 組む。

（ 次回の教室に間に合う よ う 素焼き ま でを講師が行う 。 ）

・ 2 回目の教室では、 釉薬の種類によ り 焼き 上がり の色が変わる こ と 、 作品の下に釉
薬を 付けてし ま う と 本焼き で板に張り 付いてし ま う こ と 等の注意を 受けたのち、 思
い思いに完成を 想像し ながら 色付けを 行った。
・ 抽選で受講生を 決定し ている が、 申込み数の4 割近く が落選する など 人気がある 講
座でも ある ので今後も 継続し ていき たい。

ﾄﾚｼ゙ ｬ ﾊーﾝﾀ ！ー2 0 0 0 万年前の
佐久を探そう ①
川で宝石を 探そう ！

中込 1 0 組 1 4 1 2 7 /2 9

・ 　 外がめっ ちゃ暑かっ た。
・ 　 ジャ ス パーと カルセド ニーをたく さ ん、 見つけら れて嬉し かっ た。
・ 　 き れいな石を ３ つと れてよ かっ た。 赤い色の石を と れてう れし かっ
た。
・ 　 昔見つけた石について、 教えても ら えてう れし かった。
　 色々な石を 集めら れてたのし かっ た。
・ 　 暑く てたいへんだっ たけど 、 き れいな石やすご い石を
　 たく さ ん見つけてよ かったです。 めずら し い石やみたこ と も
　 ない石があっ ておも し ろかっ た。
・ 　 水晶が見つかって良かっ た。 暑く てつら かったけれど 楽
　 し かっ た。

　 例年人気の講座であり 、 今年は1 6 9 のご家族から の申し 込みがあり 、 1 0 組の方が
当選し た。 受付後出発河川敷き 到着、 講師先生の資料に基づき 、 「 ジャ ス パー（ 鉄
石英： テツ セキエイ ） と カルセド ニー（ 玉髄： ギョ ク ズイ ） の原石を 見つける 。 」
の説明を 受ける 。 河川敷に移動し 各自石を見つけ始める 。 赤系の石や緑色の混じ っ
た石を見つけては、 講師のと こ ろ に行き 、 こ れは何々ですと 先生が丁寧に説明、 喜
んだり がっ かり し ていた。 河原の石を 専門家に見ても ら う こ と は、 貴重な体験だと
思う 。
　 課題と し ては、 石が高温になる こ と や、 炎天下での活動のため、 今年は5 0 分が限
度と 感じ た。 途中疲れのみえた人たちはバス に戻る よ う 話を し た。
　 今後の方向と し て7 時3 0 分集合、 8 時現地着で9 時1 5 分終了、 1 0 時には中込公民
館に帰る よ う 調整し ていき たい。 なお、 希望人数は多いが講師の都合によ り 、 2 回の
開催は難し い。

おやこ パン 教室（ アンパンマ
ン パンなど ）

中込 6 組 6 8 7 /3 0
・ 　 アン パンの顔を書く と き 、 コ コ アで書く のがおも し ろ かっ た。
・ 　 みんなでつく れて、 と っ ても たのし かっ たです。
・ 　 いろ んな」 パンを 作れてたのし かっ た。 　 ま たやり たい。

・ 　 今回のパン は、 バタ ーロ ールパン 、 ク リ ーム パン 、 アン パン作り を 行っ た。
　 特にアン パン は「 アン パンマン 」 を 作る 講座名だっ たので、 子供たちは興味を
も っ て作っ ていた。
　 先生が作成し たレ シピ ど おり に講座は順調に進んだ。 途中、 ３ 歳の男の子が飽き
て外をみたり し ていたが、 無事に最後ま で頑張っ ていた。
　 途中、 参加し たお母さ んと 話を し たが、 楽し みに参加し たと のこ と 。 ま た、 講座
終了後「 ど う し ても 食べたい」 と 意見を いただいたので、 休憩し ながら 食べてく だ
さ いと し た。
　 今後の方向と し て、 調理室の関係で人数は少ないが、 おやこ パン 教室は人気講座
であり 継続し ていき たい。

中込駅と 中込のま ちなか探検 中込 1 5 組 1 2 6 8 /4

・ 　 疲れた
・ 　 普段入れないと こ ろ や、 電車のシュ ミ レ ータ ーができ たので、 たのし
かった。 なかご みのし ょ う てんがいのれき し が、 し れてよ かっ た。 あり が
と う ご ざいま し た。
・ 　 なかごみのたんけんがたのし かっ たです。 う んてんし ゅ さ んあり がと
う ございま す。
・ 　 おも し ろかっ たです。

・ 　 中込公民館では初めての講座。
　 中込の特徴である 、 中込駅と の連携、 そし て歴史ある 中込の街なかを 歩き ま し
た。
　 参加者は、 親子が4 組であり 、 親子のキャ ンセルは3 組あっ た。 8 月の最初の月曜
日は、 日、 月で家族で出かける よ う だ。
　 駅の運転シュ ミ レ ータ ーを行う こ と を 、 チラ シ等に掲載でき れば、 参加者は大勢
と なったのではと 推察し た。 ま た、 気候的に真夏、 炎暑、 酷暑で敬遠さ れたと 感じ
た。
　 アンケート では、 運転シュ ミ レ ータ ーの体験が「 おも し ろ かった」 と 記載があ
り 、 来年は引き 続き 開催の方向で調整を 開始し たい。
　 暑さ 対策のため、 子ど も 公民館は駅の探検のみを考えたい。

ﾄﾚｼ゙ ｬ ﾊーﾝﾀ ！ー2 0 0 0 万年前の
佐久を探そう ②
探し てみよ う ！海の化石

中込 1 0 組 1 1 8 8 /8

・ 　 マキガイ を 見つけら れなかったけど 、 たのし かっ た。 貝がいっ ぱい
あった。
・ 　 かせき がと れてたのし かっ た。 ま た、 いき たい。
・ 　 思っ たよ り も 化石があっ たので、 ３ つだけど と る こ と ができ たので、
よ かっ た。 そこ ま でハード じ ゃなかっ たので、 登り やすかっ た。
・ 　 も っ と たく さ ん化石をと り たい。 いろんな化石がある のがわかり ま し
た。
・ 　 今日はハン マーを 使いながら 、 化石をはっ く つする と き の楽し さ が知
れて良かっ た。
・ 　 つかれた

・ 　 内山と いう 身近なと こ ろで、 太古の化石を 自分の手で採取でき る と あっ て、 毎
年と ても 人気の講座である 。 「 １ ０ 組の募集で少ない。 」 と いう 意見や「 普段でき
ない体験なので、 参加でき る チャ ンス を 増やし てほし い」 と いう 意見がある 。 し か
し 講師の都合によ り 、 回数や参加人員を 増やすこ と は難し いが、 現状のま ま 継続し
ていく 。
・ 　 今年度は全国各地で熊によ る 「 人的被害」 が多く 発生し ており 、 野外活動では
熊対策を 常に念頭におき 講座を 開催する 必要を 痛感し た。
　 熊撃退ス プレ ーの配備、 下見の実施、 車両の用意、 人員の増、 笛等の準備を 行い
実施。
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大人 子ど も

令和７ 年度　 子ど も を対象にし た公民館活動の状況

講座名 公民館 定員
参加数

実施日 参加者の感想・ 意見 活動の様子及び課題や今後の方向

キッ ズヘアアレ ン ジ教室
（ ２ 回）

東 各6 組
4

4

4

4

7 /1 9

7 /2 6

・ こ んなにかわいく なれる と はおも っ てなかっ たから たのし かったです。
・ はじ めてのかみがたになっ た。
・ 写真や動画を 見ただけではわから ないポイ ン ト やこ つを 直接教わる こ と
　 ができ てよ かっ たです。
・ いつも 朝忙し く 娘の髪を束ねただけだったので、 少し 余裕を も っ て結う
　 こ と も 大切だと 感じ ま し た

今年度は講師1 人で対応し たが、 直接指導し ても ら え、 分かり やすかっ たと いう 感想
が多かっ た。 保護者は、 普段子ど も の髪のアレ ン ジなど 忙し く てでき ない事も 多
く 、 親子が触れ合える 良い機会になっ たと 思う 。 お祭り など に向けてと し ている
が、 こ だわら ずに継続し ていく 。

わく わく !夏休み料理教室 東 8 組 8 1 0 8 /2 2

・ き ょ う はじ めてパン づく り を し てと ても たのし かっ たです。
・ 料理が苦手だっ たけど 楽し く なっ た。
・ 初めて親子で作ったパン。 と っても おいし そう に焼き あがり 、 大成
　 功！！子供と の協力作業も でき ていい体験になり ま し た。 他の親子さ ん
　 と の交流も も てて夏休みの思い出が最高に出来ま し た。

あんぱん、 ク リ ームパン 、 コ ーン マヨ パン、 オリ ジナルパン など 焼く パンの種類が
多く 、 子ど も たちがト ッ ピ ングを 自由にでき る 物も あり 、 評判はと ても 良かっ た。
オーブン の調子が悪かっ たのだが、 ま たやり たいと いう 意見がほと んど であっ た。
他の地区館も パン 作り の講座がある が、 人気が高いので継続し ていき たいと 思う 。

夏休み茶道教室 東 7 組
5

6

5

1 0

8 /8
（ A M）

8 /8
（ P M）

・ 日本のぶんかがいっ ぱい知れてすご く 楽し かったです。
・ 茶道は、 はじ めてやっ てみたから 最初はき んちょ う し たけれど 楽し かっ
　 たです。
・ お茶のたて方を 学ぶだけでなく 、 和の作法や気遣いを学べま し た。 日常
　 生活でも 活かし たいです。
・ 意外と 知ら ない事ばかり で、 受講し てみて学びがあり ま し た。

子ど も 向けは今年初めてであり 、 ど のく ら い参加がある のか未知数であったが、 と
ても 希望が多く 、 講師に依頼し て回数を 増やし 対応し た。 ただお茶を 飲むだけでは
なく 、 自分で点ててみる と いう こ と は、 なかなかでき ない経験でも あり 、 評判も 良
かっ た。 今後も 継続し ていき たい。

万華鏡＆ス ラ イ ム 作り 東 1 2 組
1 9

1 3

2 9

1 8

8 /4
（ A M）

8 /4
（ P M）

・ ま んげき ょ う を はじ めて作っ て、 黒い紙と プラ 板で鏡ができ る と はじ め
　 てし っ た。
・ こ んなにかんたんにつく れる なんておど ろ いた。 ま たやり たい。
・ 自分で子供が全てでき たので楽し かっ たです。 自然と 自分で工夫でき る
　 よ う に進めていただいたのでと ても よ かっ たです。

万華鏡作り は低学年には難し いかなと 感じ ていたが、 身近にある 材料で手軽にでき
てよ かっ たと 思う 。 ス ラ イ ムについては、 アン ケート の公民館でやり たいこ と に何
回も 挙げら れており 、 今回講師にお願いし た。 男女問わず楽し める 内容なので、 今
後も 継続し ていき たい。

わく わく 親子陶芸教室
（ 全２ 回）

東 1 3 組
1 3

1 4

1 8

1 7

7 /2 9

8 /1 1

・ 世界に1 つのはし おき やコ ッ プができ てう れし かったです。
・ すき なシマエナガのさ ら ができ た！！
・ 子ど も と 一緒に作品作れたのが良かっ たです。 楽し い時間でし た。
・ 初めて参加さ せていただき ま し た。 先生が分かり やすく 楽し そう にお話
　 し し てく ださ っ たおかげで、 子ど も も と ても 楽し く 取り 組むこ と ができ
　 ま し た。

作品づく り に関し ては、 早く 仕上げてし ま う 人と じ っ く り 取り 組みたい人がいて、
「 でき た人から 順に帰る 」 と いう 講師の考え方も あり 、 流れ解散と し ている 。
講座については、 低学年でも 対応可能であり 、 陶芸窯を 活用する と いう 点から も
継続と し たい。

親子ふれあい陶芸教室
（ 午前・ 午後の2 講座）

臼田
9

9

組（ 午前）

組（ 午後）

1 2

1 1

9

9

7 /3 0

8 /1 8

・ 粘土を 持っ たら 意外と 重く ておど ろ いた。
・ いろ んな作品を 作れた。 みんなそれぞれ違っ て面白かっ た。
・ 子供と 一緒に作ったお皿、 何よ り 大切なも のになる と 思いま す。
・ 楽し く 作れて実際に使用でき る のでう れし い講座です。

・ 「 夏休み明けに学校に提出でき ないのが残念」 と いっ た意見があっ たので、
開催時期（ 焼き 上がり ） を 再考し たい。
・ 今年から 午前と 午後の２ 回開催し たが、 「 子ど も たちも 良い経験と なり 、 夏休み
の楽し い思い出になっ た」 など 、 満足度の高さ がう かがえたこ と から 、 今後も 継続
し ていき たい。

親子パス テル画教室
（ 午前・ 午後の2 講座）

臼田
1 1

1 0

組（ 午前）

組（ 午後）

1 2

1 0

1 2

1 1
7 /2 1

・ 自分の絵に満足。 気に入っ ている 。 パス テル教室を たく さ んやっ て欲し
い。
・ 普段は使わない道具（ ハード パス テル） で描いたので、 と ても 楽し かっ
た。
・ 楽し く 参加でき 、 褒め上手な先生のおかげで気持ちよ く 学べま し た。 作
品は家に飾り ま す。

・ 楽し そう に描く 子ど も を 親が笑顔で見守り 、 楽し そう に会話する 姿が見ら れた。
・ 見本は同じ でも 完成し た作品に同じ も のはなく 、 個性あふれる 作品を 作る こ と が
でき た。
・ 親子のふれ合いを大切に今後も 継続し たい。

飯ご う 炊さ んと 星の教室 臼田 1 0 組 1 4 1 7 7 /2 6

・ めちゃく ちゃ楽し かっ た。
・ 飯ご う 炊さ んでは美味し いご 飯が食べら れた。 天体観測の解説が面白
かった。
・ 家族で楽し い夏のひと 時を 過ごせま し た。 飯ごう 、 ま た家でやっ てみま
す。 星を 見て娘は望遠鏡が欲し いと のこ と 。 新し く 家族で世界を広げら れ
そう で嬉し いです。

・ ご 飯を 焦がし てし ま っ た家族も あっ たが、 火起こ し から 食事ま で、 楽し そう に過
ご す姿がみら れた。
・ 佐久おやじ の会によ る レ ク リ エーショ ンは大いに盛り 上がっ ていた。
・ こ の時期の開催は、 夕立の心配や花火や天体観測には明る いと いっ た課題も ある
が、 数少ない屋外講座なので今後も 継続し たい。
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大人 子ど も

令和７ 年度　 子ど も を対象にし た公民館活動の状況

講座名 公民館 定員
参加数

実施日 参加者の感想・ 意見 活動の様子及び課題や今後の方向

親子ス テン ド グラ ス 教室
（ 午前・ 午後の2 講座）

臼田
1 1

1 1

組（ 午前）

組（ 午後）

1 1

1 1

1 5

1 5
8 /6

・ き れいにでき たし 布でこ すっ たら 金になっ てびっ く り し た。
・ 大し っ ぱいし た。 （ ガラ ス 選びだと 思う ）
・ 物作り はなかなか家庭ではでき ないので、 夏休み期間に限ら ず開催し て
ほし い。

・ 普段は見る こ と のない子ど も の姿を 、 親が隣で見守っ ていた。
・ はんだご ての扱いが心配ではある が、 子ど も たちは講師の注意を 聞き 真剣に作業
し ていた。
・ 講師が最後の仕上げを する 関係で、 全員の完成ま でに時間がかかっ てし ま う が、
親子のふれ合いを 大切に今後も 継続し たい。

親子で楽し む科学マジッ ク 教
室

臼田 2 1 組 2 1 3 1 8 /9

・ やっ たこ と のないこ と ができ 、 すご く 面白かった。
・ マジッ ク 面白かった。 空気砲があたっ てびっ く り し た。
・ 子ど も たちが積極的に取り 組むこ と ができ 、 と ても 楽し い講座でし た。
・ 普段の生活の中で、 こ のよ う な体験を さ せてやる こ と を 思いつかなかっ
たので、 よ い経験と なっ た。

・ マジッ ク と 科学実験が盛り 込ま れており 、 なかでも テレ ビ でお馴染みの段ボール
箱の空気砲には、 親子で大興奮し ていた。
・ 昨年よ り 講座時間を １ 時間延長し たが、 子ど も たちは作品づく り に夢中でま だま
だ遊び足り ないよ う だっ た。
・ 人気講座なので今後も 継続し たい。

親子おやつ作り 教室
（ 午前・ 午後の2 講座）

臼田
8

8

組（ 午前）

組（ 午後）

8

8

1 1

1 0
7 /1 9

・ 自分が作っ た食べ物はと ても おいし かった。
・ 火を 使っ たり 包丁を 使って少し 怖かっ た。
・ き れいにク レ ープができ てう れし かっ た。 ス イ カのゼリ ーも 桃のゼリ ー
に応用し てみたい。
・ 包丁やフ ラ イ パン、 卵割など 、 家ではやら せてあげら れないこ と を 自由
にやら せてあげら れ良かった。

・ 臼田公民館では初めての講座（ ク レ ープと ス イ カゼリ ーづく り ）
・ 募集後に、 あいと ぴあの調理実習室の火力が強すぎる こ と から 、 会場を創錬セン
タ ーに変更し たが、 混乱なく 実施する こ と ができ た。
・ 子ど も たちが夢中で調理（ 包丁使いなど ） する 姿と 、 それを 心配そう に見つめる
親の視線が印象的だっ た。
・ 午前と 午後の開催はき ついので、 来年は２ 日に分けて実施し たい。

みんなで楽し む陶芸教室（ 全
２ 回）

浅科 1 5 組
1 5
1 5

1 8
1 8

7 /5
7 /2 6

・ 制作活動があま り 好き でない息子ですが、 陶芸は楽し かっ たよ う で、 色
づけも 楽し みにし て、 出来上がり を 楽し みにし ていま す。 自分で作っ たも
のに愛着がわいたよ う です。 お皿を 使っ て何かを食べる のが楽し みです。
・ こ ど も と 楽し く 参加でき 、 普段体験でき ないこ と ができ て楽し かっ たで
す。
・ いろ いろな色のバケツ があっ ていっ ぱい色を 付けら れて楽し かっ た。
・ じ ょ う ずにつく れてう れし かった。

・ 親子で楽し そう に活動し ていた。 1 家族に1 人の先生がついてく れたので、 作り た
い作品に近づけたよ う だ。 親の意見と し て、 子ど も たちに陶芸と いう なかなかでき
ない体験を さ せら れたこ と を喜ぶ声が多かっ た。 ま た、 親子で一緒にそれぞれの作
品作り ができ たこ と が嬉し かっ たよ う だ。
・ 夏休みなら ではの良い体験になる こ と と 、 講座が好評なので来年も 続けていき た
い。 ただ、 学習グループの方が高齢になっている ので講座を 午前と 午後に分けず1 日
にし た。

科学マジッ ク 教室 浅科 1 0 組 9 1 1 7 /3 1

・ く う き ほう と かく る く る ま わる たねがおも し ろかっ たです。
・ かみひこ う き つく る のがたのし かっ た。
・ ひこ う き がこ んなに高く 飛ぶと は思わなかっ たので、 びっ く り し た。
・ 作っ たも のであそぶのがたのし かっ た。
・ 飛行機が遠く に飛ぶのがすご かっ た。 けむり のやつは三角でも 四角でも
丸になる のがすご かっ た。
・ 思っ ていたこ と が予想外だっ たのでびっく り し ま し た。 楽し かっ たで
す。

・ 生活の中でど う し て？なぜ？と いう 気付き を 持っている 子供たちに、 科学の視点
を 持っても ら う こ と で、 さ ら に科学に対する 興味がわく と 考え、 楽し いいく つかの
科学マジッ ク を 体験し ても ら っ た。 良い体験になった。
・ 女の子も 参加し やすく 、 製作を 通じ てグループで関わり 合いも 生ま れた。
・ 講師は大阪に居住し ている が、 佐久市に住んでいた経過があったため、 講師の情
報を 得た市民新聞を通し て連絡を 取り 、 講師の帰省に合わせて開催し た。 講師の負
担が大き いため、 来年の開催手段は要検討。

おいし く ・ 楽し く おやつ作り 望月 8 組 9 8 7 /2 6
・ 親子で上手におやつが出来てう れし かった。
・ 同年代の子ど も ど う し 話せていい機会だっ た。
・ 料理が楽し かっ た。 お土産も う れし かった。

・ 参加者のアン ケート も 、 「 おも し ろ かった。 」 と の感想がほと んど であり 。 内容
的にも 参加者に満足いただける 、 質の高い内容であっ たと 思われる 。
・ 講師の佐久市食生活改善推進協議会推進員の発案で、 最初の説明会場と 調理会場
別室にする こ と によ り 、 移動時間で参加者同士の交流も 進んだと 思われる 。
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